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本講義の内容

➢痛み

➢慢性疼痛

➢老化と慢性疼痛

➢慢性疼痛治療に対する展望
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痛みは、誰もが日常的に経験する
不快な感覚

痛みは、われわれにとって安全に
生きるために必要な生体警告系と
しての役割を担う

何らかの原因で痛みが慢性化した
場合、もはや警告の意味を失い、
QOLを著しく低下させる

痛み
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https://medical.jms.cc/diagnosis/ifp/pca/07.html

➢ 痛みの客観的な評価は難しい

➢ 痛みマーカーはない

痛みの評価と診断の難しさ

0 ：全く痛くない状態
10：自分で想像できる最大の痛み

２です痛みは10段階で
いくつですか？
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https://hegasy.de/03_download.html

痛み受容の分子メカニズム



慢性疼痛

Miranda et. al. Rev. Port. Med. Geral. Fam. 40, 488-497, 2024
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なぜ加齢で痛みが遷延化するのか？

➢ Acute pain

➢ Transient and protective

➢ Returns to baseline after injury resolves

➢ Persistent pain

➢ Prolonged and disproportionate

➢ High risk of chronification

Young Aged
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年代別慢性疼痛有病率（50歳以上）

慢性疼痛の有病率は高齢になるほど上昇する
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Gavini et. al. J. Neuroinflammation. 19, 57, 2022
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Donovan et. al. Nat. Neurosci. 28, 985-997, 
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老化による神経系変化：末梢神経の変化



Strien et. al. Eur. J. Neurosci. 62, e70275, 2025

老化による神経系変化：中枢神経の変化
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Shobin et al. GeroScience 39, 199-220, 2017

Donnelly et. al. Neurotherapeutics. 17, 846-860, 2020

老化による神経系変化：中枢神経の変化
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老化と免疫：慢性炎症
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Baral et. al. Nat. Rev. Immunol. 19, 433-447, 2019

神経
マクロファージ

神経免疫相互作用
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Wolterink et. al., Annu Rev Neurosci. 8, 339-360, 2022

痛みは神経-免疫相互作用によって形成される複雑な現象
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筋・運動器と疼痛：サルコペニアにおける炎症増悪と疼痛の悪循環
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高齢者慢性疼痛における上肢および下肢における
骨格筋量と脂肪量の比（骨格筋量/脂肪量）

Sakai et. al. J. Spine Res. 12, 800-807, 2021

筋・運動器と疼痛：サルコペニア

営利目的でのご利用はご遠慮ください www.icrweb.jp



運動の抗炎症効果

Wu et. al. Front. Aging Neurosci. 8:1359455., 2024
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運動の鎮痛効果

営利目的でのご利用はご遠慮ください www.icrweb.jp



心理・社会的要因と慢性疼痛

Turovskaia et. al., Global Translational Medicine 2: 312, 2023

バイオ・サイコ・ソーシャルモデル（BPSモデル）
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臨床的implication：治療戦略の再考

強オピオイド

・モルヒネ
・オキシコドン
・フェンタニル
・メサドン

弱オピオイド

・コデイン
・トラマドール

非オピオイド鎮痛薬（NDAIDS, アセトアミノフェン）

軽度の痛み 重度の痛み

従来の治療薬

薬だけで痛みを十分にコントロール
することは難しい

多面的なアプローチが必要

運動療法
筋力の改善だけでなく、炎症の抑制や神経の過敏性
の改善に寄与する

認知行動療法
痛みに対する考え方や行動パターンを変えることで、
痛みの感じ方そのものを調整する

神経調節（リハビリや神経刺激療法など）
過剰に興奮した神経回路を直接的に調整できる

1つの治療に頼るのではなく、複数の方法
を組み合わせて同時に介入することが重要

慢性疼痛の治療は薬物療法が中心に行われてきた
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未来展望：バイオマーカーの確立

バイオマーカーによる層別化

基礎研究 ヒト臨床研究

横断研究
縦断解析
症状評価
バイオバンク利活用

モデル動物
老齢動物
in vitro 解析

病態層別化アルゴリズム構築

・炎症優位型
・神経感作優位型
・ストレス関連型

個別化治療選択アルゴリズム

・抗炎症治療
・神経調節薬
・心理・行動療法
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Wearable-driven Precision Medicine in Chronic Pain

Wearable
Activity / Sleep / 

HRV

Continuous
Monitoring

Neural System
Autonomic 

Balance

Immune System
Inflammation

Personalized
Treatment

Precision Medicine

単に症状を抑えるだけでなく、
「その人の神経・免疫・生活状態を総合的に捉えて
最適化する医療」へ

未来展望：精密医療に向けて
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Take Home Message

➢ 加齢に伴って体の中ではさまざまな変化が起こり、疼痛感受性が変化する。

➢ 神経の興奮性や炎症環境の変化、心理状態、 社会的要因により、痛みが増幅され
やすい状態へと変わる。

➢ 末梢神経や中枢神経は単独で働いているのではなく、免疫細胞と常に情報をやり
取りしている。

➢ 慢性疼痛に対する介入は、単一の方法では不十分であり、神経・免疫・筋・心理
といった複数のレイヤーに対して働きかける必要がある。

➢ 慢性疼痛を単なる「症状」として捉えるのではなく、加齢、炎症、神経可塑性の
変化などが絡み合った、全身性かつ多因子的な病態として理解することが重要。
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ご清聴ありがとうございました
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